
 

CsIの自己放射化による中性子線量当量の評価 	 
An evaluation of neutron dose-equivalent by using the self-activation of CsI  
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【緒言】中性子照射により自己放射化した CsIシンチレータの I-128出力成分から、中性子線量当量を

評価する方法を検討した。異なるフィルター条件に対する応答をもとにして中性子エネルギーに関す

る情報を得て、周辺線量当量の評価を試みた。 

【実験】10MV X-ray Linacの光中性子場と Pu-Be中性子源 (3.7×1010 Bq)の場で、2.5 cm3 の CsI検出器

に中性子照射を行った。異なる大きさのポリエチレン減速材と Cd箔をエネルギーフィルターとして

用いた。照射終了後、1分間毎に波高分布を記録し、計数率の変化から I-128の飽和放射能を求めた。 

【結果・考察】 Linac場でのエネルギースペクトルの形状を thermal, epi-thermal, fastのそれぞれの領域

で固定して、異なるフィルター条件に対する応答関数(単位中性子フルエンスあたりの I-128の生成数)

をモンテカルロ法により求めた (Fig. 1)。これを用いて測定結果を unfoldingすることで、Linacのア

イソセンターから 30 cmの位置での中性子エネルギースペクトルを得た。中性子周辺線量当量は 0.14

〜0.19 mSv/Gyと評価された。また、同様の測定と評価を Pu-Be中性子源からの異なる距離で行った

ところ、中性子線量当量率はレムカウンターの測定結果と矛盾の無い結果となった (Fig. 2)。 

【結論】 CsIシンチレータの自己放射化により、中性子線量当量を評価することができた。 
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Fig.1 Calculated “response functions” for 10MV linac.   Fig.2 Evaluated neutron dose-equivalent for Pu-Be source. 
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